
 

 

第６１回学長定例記者会見 発表事項３  

 
平成２７年１月２８日 

 

広島大学研究拠点：日本型（発）畜産・酪農技術開発センター 

「動物とヒトの栄養に関する国際シンポジウム」を開催します 
  

【研究機能】 

 

広島大学研究拠点「基礎研究を畜産技術開発につなげるトランスレーショ

ナル型研究拠点— 日本型（発）畜産・酪農技術開発センター —（ＲＣＡＳ）」

では、「動物とヒトの栄養に関する国際シンポジウム」を下記のとおり開催い

たします。 

本シンポジウムでは、ＮＰＯ法人中国四国農林水産・食遺品先進技術研究

会の共催の下、ＲＣＡＳにおいて進めている乳生産効率向上飼養管理技術に

関する研究について、関連する中国・アメリカ・イギリスの研究者からタン

パク質と炭水化物の栄養・代謝研究での最近の進展に関する研究報告を行い

ます。みなさまのご来場をお待ちしております。 
 

記 
 
【日時】平成２７年２月２０日（金） 

【場所】広島大学生物生産学部Ｃ２０６講義室 

（広島県東広島市鏡山１−４−４） 

【講演者】 

○招待講演 

Jian-Xin Liu「高生産と窒素利用改善をめざした乳牛への飼料給与」 

（浙江大学教授（中国）） 

Gerald B. Huntington「反芻家畜のデンプン消化とグルコース代謝」 

（ノースカロライナ州立大学名誉教授（アメリカ）） 

Gerald E. Lobley「肥満と健康：タンパク質および魚油の摂取による効果」 

（アバディーン大学名誉フェロー（イギリス）） 

○記念講演 

谷口幸三「私の大学－教育、研究そして人格形成」 

（広島大学教授） 

【ＵＲＬ】http://www.rcas.hiroshima-u.ac.jp/news.html 
 

※ 広島大学研究拠点 

広島大学では、研究において既に世界的水準にある自立型の研究拠点を含め、 

世界 ト ップ クラ ス の研 究大 学 とし て、 国 際展 開力 ・ 発信 力を 強 化し てい く ため 、

その中心的役割を担う「研究拠点」、１０拠点を選定しています。これらの研究拠

点に は 重点 支援 を 行い 、特 に 、活 発な 国 際研 究活 動 を通 じた 国 際研 究ネ ッ トワ ー

クの形成により国際発信力を向上し、本学の国際的評価の向上に寄与することを 

期待しています。  
 
【お問い合わせ先】 

日本型（発）畜産・酪農技術開発センター 事務局 

mail: sugino@hiroshima-u.ac.jp 

TEL: 082-424-7956 
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※本シンポジウムは，５研究科共同セミナーの単位（２回分）になります
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